





























のキャリアを有していた法学士，H.ロエスラー（Karl Friedrich Hermann 
Roesler）に商法草案の起草を命じた。明治15年４月には，そのため，太政
官に商法編纂局が設置された。

























































































































日 の 貸 借 対 照 表（The Statement of Affairsと かAbstract of Assets and 
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ヲ作リ特ニ設ケタル帳簿ニ記入シテ署名スル
責アリ財産目録
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及ヒ貸借對照表
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，貸借對照表
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コトヲ得ス

























準 拠 基 準 と し て，「 き ち ょ う め ん な る 商 人 の 慣 習 」（Gepflogenheiten 
sorgfaltiger Kaufleute）という表現を『政府草案』（1896年）では用意して
いたが，帝国議会における審議の結果，現在までに至る「正規の簿記の諸
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，如ク記入シ之カ売却損益ヲ現ハシ見
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積時価ヲ時期ニ繰越スヘシ
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